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岩
手
県
の
皆
様
の
ご
支
援
の
お
か
げ
で
、
衆
議
院
議
員
と
し
て
の
活
動
も

６
年
目
に
入
り
ま
し
た
。
我
々
の
岩
手
県
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
を

抱
え
る
上
、
多
く
の
地
域
が
人
口
減
少
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
自
民
党

岩
手
県
連
に
は
、
そ
の
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
な
が
ら
国
と
連
携
を
取
り
、

様
々
な
課
題
に
対
応
を
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
は
８
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
復
興
自
体
は
発
災
か
ら
10
年
が
経
過
し
て
も
続
い
て
い
き
ま
す
が
、
国

の
復
興
期
間
は
10
年
を
一
区
切
り
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

今
後
は
復
興
の
進
め
方
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

同
時
に
、
今
ま
で
投
入
さ
れ
て
い
た
復
興
予
算
も
、
従
来
の
よ
う
な
規
模
で

の
投
入
が
困
難
に
な
っ
て
来
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
影
響

は
、
単
に
被
災
地
自
身
だ
け
で
は
な
く
、
岩
手
県
全
体
の
活
気
に
も
及
ぶ
こ

と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
今
、
被
災
地
選
出
の
国
会
議
員
が
、

し
っ
か
り
と
国
に
そ
の
実
情
を
伝
え
、
復
興
期
間
後
の
復
興
の
姿
を
岩
手
県

の
皆
様
に
示
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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「
全
国
青
年
部
長
・
青
年
局
長
合
同
研
修
会
」参
加歴代中央常任委員会議長らのパネルディスカッション

第
44
代
青
年
局
長
の
小
泉
進
次
郎
顧
問
を
迎
え
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
小
泉
顧
問
は
、
歴
代
中
央
常
任
委
員
会
議
長
と
共
に
「
青
年
局

の
活
動
を
通
じ
て
得
た
地
方
と
の
つ
な
が
り
は
大
き
な
財
産
。
」
と
青
年

局
長
時
代
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
「
積
極
的
に
意
見
を
出
す
青
年
局
で

あ
り
続
け
て
欲
し
い
。
」
と
今
後
を
担
う
メ
ン
バ
ー
に
向
け
エ
ー
ル
。
鈴

木
馨
祐
青
年
局
長
は
、
台
湾
・
ベ
ト
ナ
ム
と
の
関
係
構
築
の
強
化
な
ど
に

言
及
し
、
活
動
の
方
向
性
に
つ
い
て
熱
く
語
り

ま
し
た
。
他
に
も
、
元
青
年
局
長
代
理
の
熊
谷

大
宮
城
県
利
府
町
長
を
迎
え
、
「
国
政
と
地
方

の
立
場
か
ら
見
た
日
本
の
課
題
」
に
つ
い
て

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
い
ず

れ
も
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
や
り
取
り
に
、
会
場

か
ら
時
折
笑
い
が
起
き
る
な
ど
、
終
始
和
や
か

な
雰
囲
気
で
開
催
さ
れ
た
研
修
会
と
な
り
ま
し

た
。
県
連
か
ら
の
参
加
メ
ン
バ
ー
も
大
い
に
刺

激
を
受
け
、

国
・

県
・
市
町
村
と
の
連
携
の
重
要

性
を
強
く
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
年
は
岩
手
県
が
北
海
道
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
の

幹
事
県
で
あ
り
、
11
月
に
は
我
々
の
地
域
に
青

年
局
役
員
、
道
県
連
青
年
局
長
が
集
ま
り
研
修

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
全
国
の
仲
間
た
ち
と
の

連
携
を
強
め
、
青
年
局
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
活

動
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

県
選
出
国
会
議
員
よ
り
ご
あ
い
さ
つ

③

す
こ
と
の
で
き
な
い
仕
事
で
す
し
、
地

域
の
課
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
は
、

国
政
の
場
で
の
問
題
解
決
に
も
繋
が
る

も
の
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、

皆
様
方
か
ら
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

民
法
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
の
法
律
案
に

賛
成
討
論
す
る
藤
原
議
員
（
5
／
29
）

去
る
6
月
8
日
、
全
国
青
年
部
長
・
青
年

局
長
合
同
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
岩
手
県
連

か
ら
は
、
青
年
局
長
の
佐
々
木
宣
和
県
議
会

議
員
、
青
年
局
常
任
幹
事
の
岩
渕
典
仁
一
関

市
議
会
議
員
、
鈴
木
健
太
学
生
部
長
、
近
藤

颯
前
学
生
部
長
の
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

党
執
行
部
の
岸
田
文
雄
政
務
調
査
会
長
、

山
口
泰
明
組
織
運
動
本
部
長
の
、
青
年
局
に

対
す
る
期
待
を
強
く
に
じ
ま
せ
た
挨
拶
か
ら

始
ま
っ
た
本
研
修
会
は
、
ヤ
フ
ー
の
安
宅
和

人
Ｃ
Ｓ
Ｏ
に
よ
る
「
Ａ
Ｉ
時
代
の
人
材
育

成
」
に
つ
い
て
の
講
演
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

岩手県連青年局メンバーと小泉顧問

ま
た
、
岩
手
県
の
内
陸
に
目
を
向
け
れ
ば
、
誘
致
の
正
念
場
を
迎
え
て
い

る
Ｉ
Ｌ
Ｃ
や
、
国
道
４
号
の
全
線
４
車
線
化
の
実
現
や
、
河
川
等
の
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
な
ど
、
様
々
な
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
国
会
議
員
は
、
地
元

の
こ
と
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
国
政
全
般
の
こ
と
に
取
り
組
む
べ
き
だ
と
い

う
考
え
方
も
あ
り
ま
す
。
お
そ
ら
く
は
そ
れ
も
事
実
で
し
ょ
う
が
、
や
は
り

岩
手
県
選
出
の
議
員
で
あ
る
以
上
、
地
元
岩
手
の
振
興
を
図
る
こ
と
は
欠
か


